
 

（別紙２） 

 

３．助成対象事業の成果（結果） 

 

【事業名】事業名のほか、Ａ事業①②、Ｂ事業の別も記入してください 

 Ａ事業① 

「愛媛グローカルビジネス加速化支援事業」 

 

【目的〈課題認識、方向性、目標、事業実施計画等〉】 

本財団では、創業率の向上を目指し、えひめ中小企業応援ファンド事業や県単独事業に

よる創業者等へ創業に必要な資金的支援や、本財団に設置するビジネスサポートオフィ

ス、よろず支援拠点等による経営相談を行っており、愛媛県内において地域資源を活用

し、地域課題を解決するビジネス（愛媛グローカルビジネス）を展開する創業・起業が増

加しつつある。 

このような中、更なる地域経済の活性化及び地域社会の持続的発展を目指し、創業者が

展開する愛媛グローカルビジネスビジネスの早期事業化を促し、成長スピードを加速させ

ることを目的として、経費的支援を実施する。 

○支援対象者 

愛媛県が実施する創業ビジネスプランコンテスト「ＥＧＦアワード」に応募し、かつ、

本補助金の応募までに、県内において株式会社、合同会社、合名会社、企業組合、協業

組合、特定非営利活動法人等（大企業及びみなし大企業は除く）の設立を行った、法人

設立後５年未満の中小企業者 

○助成率 

 助成対象経費の３分の２以内 

○助成限度額 

2,000千円以内／件 

 ○助成期間 

１年以内 

○対象経費 

人件費、店舗賃借料、原材料費、借料、知的財産権等関連経費、謝金、旅費、外注費、 

委託費、マーケティング調査費、広報費等 

○助成件数 

  ５件程度／年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

【成果（結果）〈実施事業の内容・実績、実施した結果生まれた新たな課題等〉】 

 ○実施事業の内容・実績 

 ・助成件数 

 ８件（応募１１件） 

・採択額 

10,000千円 

  ・決算額 

   10,000千円 

  ・助成事業者一覧                               （単位：千円） 
申請者 事業概要 採択額 決算額 

(株)Alkana 
IT×医療の連携 
医師と薬剤師の連携を強化し、最先端のチーム
医療へ 

2,000 2,000 

(同)EIS 
大学生のアルバイト先確保と人材教育を視野
に入れたオンライン家庭教師サービス 

1,000 1,000 

(株)GATI 
採用を切り口とした人事コンサルティング事
業 

1,000 1,000 

(同)merrymaker 
和紙や水引等の愛媛県産品の販売事業と、県
外・海外への発信のためのカルチャースクー
ルの開催 

1,000 1,000 

(同)ケーエム
エー 

空き家を活用した障害者の共同生活・援助支援
(ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ)事業の南予地域への広域展開に向け
た体制づくり 

2,000 2,000 

(同)まともや 
愛南町産ガンガゼウニの加工品開発販売によ
る特産品化の加速化 

1,000 1,000 

(株)ウテナ銘酒 
ウテナプロジェクト 01：本格イタリアンリ
キュール事業のブランド力強化 

1,000 1,000 

富屋ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ
(株) 

アウトドア市場に向けた商品を開発製造し、
県内小規模事業者による協働で販路拡大を目
指す 

1,000 1,000 

計８件 10,000 10,000 

 ○実施した結果生まれた新たな課題等 

   補助金の公募については、当財団のＨＰ及び関係機関の協力を得て周知を行ったが、

結果として、11件の応募に留まったため、更なる案件発掘に努めたい。 

 

【評価〈目標の達成度〉、数値の検証等】 

年５件程度の助成を行うという目標に対し、審査委員会で採択案件を審査していただい

た結果、１件当たりの助成金額の調整を行った上で、８件の採択を行うことができた。 

今年度採択された申請者の多くは、前年度に本財団の創業者向け補助金「愛媛グローカ

ルビジネス創出支援事業費補助金」を活用し、創業を行った中小企業者であり、創業期か

ら本財団の創業コーディネーター等の切れ目のない伴走型支援を受けて着実に事業の高度

化が図られ、成長スピードが加速している。 

 

【今後の進め方〈波及効果を含めて〉をどうするのか】 

次年度以降は、更なる競争原理を高めるため、募集方法を工夫して募集案件の発掘に努

めることとする。 

また、応募案件については、採択を行う審査委員会の実施までに、当財団のビジネスサ

ポートオフィス、よろず支援拠点の専門人材や創業コーディネーター等が応募申請者の事

業計画のブラッシュアップ支援を実施しており、応募案件の質を高める支援にも引き続き

努めてまいりたい。 



 

（別紙２） 

 

３．助成対象事業の成果（結果） 

 

【事業名】事業名のほか、Ａ事業①②、Ｂ事業の別も記入してください 

 Ａ事業① 

「農商工連携新商品開発助成事業」 

 

【目的〈課題認識、方向性、目標、事業実施計画等〉】 

愛媛県における農林水産業は、担い手の減少、高齢化の進行等が相まって、厳しい経営

環境にあり、生産性の向上や付加価値の増大による所得向上が喫緊の課題となっている。 

このような中、県内の恵まれた農林水産物（地域資源）を生み出す農林水産事業者と優

れた食品加工技術を持つ県内中小企業とが有機的に連携し、新たな商品開発を行う取組み

に要する経費の一部を助成し、県内農林水産物の消費拡大や中小企業の事業拡大を推進す

るとともに、地域経済の活性化を図る。 

○支援対象者 

農林漁業者と中小企業者又は自ら事業を行うＮＰＯ法人等の中小企業以外の者との連

携体。（ただし、連携体を構成する者のうち県外業者（県内に本社又は事業所等を有し

ない者）は対象外。） 

 ○助成率 

助成対象経費の２分の１以内 

○助成限度額 

1,000千円以内／件 

○助成期間 

１年以内 

 ○支援対象経費項目 

備品費、原材料費、借料、知的財産権等関連経費、謝金、旅費、外注費、委託費、

マーケティング調査費、広報費 

○助成件数 

 ５件程度／年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【成果（結果）〈実施事業の内容・実績、実施した結果生まれた新たな課題等〉】 

 ・助成件数 

 ６件（応募６件） 

・採択額 

5,000千円 

  ・決算額 

   4,734千円 

  ・助成事業                                  （単位：千円） 
申請者（連携体） 

事業概要 採択額 決算額 
中小企業者 農林漁業者 

株式会社ＧＢ
Ｃ 

参鍋養鶏場 
四国中央市産のこだわり卵を
活用した洋菓子（プリン等）
の開発・製造 

1,000 841 

株式会社愛媛
海産 

越智今治農業
協同組合 

今治市産の農産物（ﾄﾏﾄ、ﾆﾝﾆ
ｸ）等を活用した総菜加工品開
発・製造 

1,000 981 

旭合名会社 中川農園 
吉田町産の柑橘（ﾚﾓﾝ、ﾌﾞﾗｯﾄﾞｵﾚ

ﾝｼﾞ、甘平等）を活用した飲むだ

しなどの加工品開発、製造 
1,000 1,000 

株式会社ＭＩ
ＫＡＷＡＹＡ 

株式会社ＯＣ
ファーム 暖々
の里 

松山市北条産の玉葱等を活用
したピクルス等の開発、製造 1,000 1,000 

唐川びわ葉茶
生産研究会 

西岡農園 
伊予市唐川産のびわの葉を活
用した加工品開発・製造 300 275 

近藤酒造株式
会社 

株式会社三代
目みかん職人 

八幡浜産温州みかん等と甘酒
を活用した和洋菓子の開発・
製造 

700 637 

計６件 5,000 4,734 

 ○実施した結果生まれた新たな課題等 

   補助金の公募については、当財団のＨＰ及び関係機関の協力を得て周知を行ったが、

結果として、６件の応募に留まったため、更なる案件発掘に努めたい。 

 

【評価〈目標の達成度〉、数値の検証等】 

年５件程度の助成を行うという目標に対し、審査委員会で採択案件を審査していただい

た結果、１件当たりの助成金額の調整を行った上で、６件の採択を行うことができた。 

今年度採択された連携体の中小企業者の多くは、これまでにも県内農林水産物を活用し

た特徴ある新商品開発を行った実績のある企業であり、本財団が愛媛県の委託を受けて設

置する農商工連携ビジネスプロデューサー等の伴走型支援により、県内百貨店のギフト商

品に採用される例もあるなど着実に事業の成果を挙げている。 

 

【今後の進め方〈波及効果を含めて〉をどうするのか】 

次年度以降は、更なる競争原理を高めるため、募集方法を工夫して募集案件の発掘に努

めることとする。 

また、応募案件については、採択を行う審査委員会の実施までに、当財団のビジネスサ

ポートオフィス、よろず支援拠点の専門人材や農商工連携ビジネスプロデューサー等が応

募申請者の事業計画のブラッシュアップ支援を実施しており、応募案件の質を高める支援

にも引き続き努めてまいりたい。 

 

 



 

（別紙２） 

 

３．助成対象事業の成果（結果） 

 

【事業名】事業名のほか、Ａ事業①②、Ｂ事業の別も記入してください。 

Ａ事業① 

えひめ中小企業等アクティブ・サポート事業【ものづくり産業支援事業】 

 

【目的〈課題認識、方向性、目標、事業実施計画等〉】 

県内の「ものづくり産業」全般を支援対象に、産官学が連携した研究部会を設置し、新商

品の開発促進を目的とする。具体的には、県内ものづくり企業の新技術や製品の開発に必要

な資材購入など試験費用を助成・支援する。また、新製品の企画・立案や製品開発の問題解

決に関して助言・指導等を行う専門家の招へい等に対する支援を行う。さらには大型展示会

の出展といった販路開拓に向けた取組みに対しても支援を行う。  

この他、新たな支援企業等、新製品・新技術を発掘し、本事業終了年度以降の国の研究開

発助成事業の獲得･活用を図れるよう支援に取り組み、更なる地域経済の活性化を目指す。 

 

【成果（結果）〈実施事業の内容・実績、実施した結果生まれた新たな課題等〉】 

 別紙研究成果パネル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

①「シキミ廃棄物を利用したリラックス用アロマ製品」研究部会 

 

                            

                          

                                       

                                    
                                        
                                      
                                     
                      

                                         
                                     
                                   
            

  

  

  

      

                                                   
               

                                   

  

                            

      

               
               

                                                  
              



 

②「雪温熟成野菜」研究部会 

 

            

                          

                                       

                                      
                                        
                 
                                     
                                        
                                      
                 

                                  
                                   
                                   
                           

                                
                                 

                     
                      
                      
                      
             

               
               
               
               
       
                
       

       

          



 

③「砥部焼デザイン・販路開拓」研究部会 

 

                  

                          

                                       

                                   
                                     
                                    
                                   
                                     
         

                                   
             
                                
                                    
           

                  
                

         

           

      

          

    

     

        

     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     
    
     
    



 

（別紙２） 

 

３．助成対象事業の成果（結果） 

 

【事業名】事業名のほか、Ａ事業①②、Ｂ事業の別も記入してください 

 Ａ事業② 

「愛媛グローカルビジネス加速化サポート事業」 

 

【目的〈課題認識、方向性、目標、事業実施計画等〉】 

地域資源を活用し、地域課題を解決するビジネスプランの早期事業化に向け、創業間も

ない企業が直面する課題を早期に解決し、事業化を加速させるため、「愛媛グローカルビ

ジネスメンター」による伴走型支援を実施し、企業の基礎体力の向上、事業拡大、経営の

安定化を目指す。 

○支援対象者 

・愛媛グローカルビジネス加速化支援事業費補助金の採択者 

・法人設立後５年未満の中小企業者 

○対象経費 

伴走型支援に必要なコーディネーター謝金、旅費、通信運搬費 

○支援対象件数 

  ３件程度／月 30件程度／年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果（結果）〈実施事業の内容・実績、実施した結果生まれた新たな課題等〉】 

 ○実施事業の内容・実績 

 ・支援対象件数 

 延べ 62件／年 

  ・支援対象者一覧     
支援時期 支援対象者 相談内容 助成金結果 

４月 (同)merrymaker１件 
今年度の愛媛ｸﾞﾛｰｶﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ加速化支援事業

費補助金等の応募申請に係る相談 

(同)merrymaker が

補助金応募 

５月 ㈱Abby など 16 件 
今年度の愛媛ｸﾞﾛｰｶﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ加速化支援事業
費補助金等の応募申請に係る相談 

㈱Abby ほか９者が補助金
応募 

６月 (同)EIS など 19 件 
今年度の愛媛ｸﾞﾛｰｶﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ加速化支援事業
費補助金等の応募申請に係る相談 

(同)EIS ほか 15 者
が補助金応募 

７月 
㈱ウテナ銘酒など 
８件 

今年度の補助金の採択者に係る支援 
来年度の補助金応募者に係る相談 

― 



 

９月 ㈱Alkana など 13 件 
今年度の補助金の採択者に係る支援 
来年度の補助金応募者に係る相談 

― 

11 月 
(同)まともや など 
5 件 

今年度の補助金の採択者に係る支援 
来年度の補助金応募者に係る相談 

― 

 ○実施した結果生まれた新たな課題等 

   ビジネスメンターが関係機関の協力を得て「愛媛グローカルビジネス加速化支援事業

費補助金」の応募案件の発掘に努めたが、結果として 11 件の応募に留まったため、更

なる案件発掘に努めたい。 

 

【評価〈目標の達成度〉、数値の検証等】 

年30件程度の支援を行うという目標に対し、延べ62件の相談支援を行うことができた。 

今年度採択された愛媛グローカルビジネス加速化支援事業の申請者の多くは、前年度に

本財団の創業者向け補助金「愛媛グローカルビジネス創出支援事業費補助金」を活用し、

創業を行った中小企業者であり、創業期から本財団のビジネスメンター等の切れ目のない

伴走型支援を受けて着実に事業の高度化が図られ、成長スピードが加速している。 

 

【今後の進め方〈波及効果を含めて〉をどうするのか】 

次年度以降は、更なる競争原理を高めるため、募集方法を工夫して募集案件の発掘に努

めることとする。 

また、応募案件については、採択を行う審査委員会の実施までに、当財団のビジネスサ

ポートオフィス、よろず支援拠点の専門人材や創業コーディネーター等が応募申請者の事

業計画のブラッシュアップ支援を実施しており、応募案件の質を高める支援にも引き続き

努めてまいりたい。 



 

（別紙２） 

 

３．助成対象事業の成果（結果） 

 

【事業名】事業名のほか、Ａ事業①②、Ｂ事業の別も記入してください 

えひめ中小企業等アクティブ・サポート（エンジニア成長支援事業）Ａ事業② 

 

 

【目的〈課題認識、方向性、目標、事業実施計画等〉】 

近年、AIやIoTなどの新たなIT技術の活用が求められるようになってきており、愛媛県

内においても例外ではない。 

県内IT企業等においても、AI・IoTなどの新しい技術への対応が急がれるとともに、既

存の技術においても継続的なスキルアップが必要であることから、今後は、エンジニアの

新技術への対応やスキルアップへの支援策を検討していく必要がある。 

このことから、個人で活動するいわゆるフリーランスを含む県内のIT技術者の新技術へ

の対応やスキルアップを支援するため、既存の県単独事業(高度IT人材創出・育成事業)を

活用し、当財団において令和2年度から新たにエンジニアの成長を促進するための実践的

で交流を促す講座を新設し、IT技術者の活動交流の場づくりにも取り組んでいく。 

 

【成果（結果）〈実施事業の内容・実績、実施した結果生まれた新たな課題等〉】 

 

  新型コロナウイルス感染拡大の影響により実施できなかった。 

 

 

 

【評価〈目標の達成度〉、数値の検証等】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の進め方〈波及効果を含めて〉をどうするのか】 

 

   ＩＴ技術者の交流を促すという目的もあることから、できる限り集合での実施を図る

こととし、新型コロナウイルス感染対策を講じて実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

注１）上記項目について詳細に記載してください。 

注２）成果（結果）の内容について、別途、お伺いすることがあります。 

注３）成果物があれば提出してください。 


